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を活かして 巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

　前身は20年ほ
ど前、総合学習の

授業で「将来の村づくり」を発表。
　そばクッキーの「おおくら君」は17年
程前に、「村には独自の土産が無い。雪だ
るまをモチーフにしたお菓子を作っては」
と提案し、商工会の女性部有志が「ままち
ゃん工房」を立ち上げ、商品化しました。

　その後2015年、
村の観光パンフレ

ットを作成し、2016年修学旅行先の西
早稲田でPR活動、17年からは山形県の
アンテナショップ前にて行ってきました。
残念ながら昨年はコロナの影響で修学旅行
も中止となりできませんでしたが、毎年恒
例となっています。

　初めは一年ごと
の活動でしたが、

年々レベルアップし、生徒たちが調査勉強
したことを文化祭で発表しています。いつ
も会場は体育
館ですが、昨
年は教室で小
人数の発表で
した。

　大人と違い柔軟な発想で、新しい視点で考えることはとても素晴らしい事です。
　中学生だからと侮る事なかれ。

　今、村が直面している課題を、しっかりと私たち大人も考えて行かなければと痛感しています。
　昨年の発表課題を改めて取り上げ、議会も一緒に考えて行きたいと思っています。

中学生の提案 を活かして

美しい村プロジェクト2020

全校共通テーマ

『持続可能な村づくりを考える』
〜30年後も「美しい村」であるために〜

食 PR 未来村 産業おこし

ゴ
ー
ル

棚田サミットで提供す
るお弁当を提案する。

村民にも観光客にもさ
らに大蔵村のことを知
ってもらいもっと多く
の人に訪れてもらうた
めのPR提案する。

今住んでいる人が住み
やすくなる＆新しい人
が住みたくなる方法を
提案する。

村の発展につながる新
たな産業を提案する。

➡ ➡ ➡ ➡

授
業
内
容

□大蔵村、最上の特産
品を使ったおかず

□弁当箱、包装紙等の
パッケージ

□村をPRするお品書き

□パンフレット
□PR活動・曲

□大蔵村の杉を使った
商品開発

□お年寄りになっても
自分で歩行、食事が
できる体づくり

□写真映えするスポッ
トのフォトブック

□大蔵村をよりよくす
る方策

□ホンモロコの養殖
□養蜂
□移動販売

　2015年に「愛郷心・キャリアの育成」を基に「美しい村プロジェクト」が始動。
　この授業は、自分たちが住んでいる故郷の再発見と、もっと良くするにはどうしたら
よいかを考える学習です。（昨年の11月30日の発表会に参加して）

食の学習

これから

PR活動

発表会

【昨年発表された中学生の提案】
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一
般
会
計

歳
入

問　

地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
交
付
見
込
み
は

あ
る
の
か
？

答　

国
の
財
政
計
画
の
中
で
、

前
年
比
の
伸
び
5
．
1
％
の

予
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ

た
。

問　

村
営
バ
ス
の
使
用
料

7
0
0
万
円
は
運
賃
だ
け
な

の
か
。
ま
た
、
何
人
の
利
用

を
想
定
し
た
額
な
の
か
。

答　

運
賃
の
み
の
額
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
収
束
を
期
待
し
て

例
年
並
み
に
2
8
0
0
0
人

を
想
定
し
て
い
る
。

問　

固
定
資
産
税
の
減
額
の
要

因
は
？

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
軽

減
申
請
等
が
多
く
な
っ
た
た

め
。

問　

土
木
費
国
庫
補
助
金
が

3
6
8
5
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
。

答　

実
績
に
合
わ
せ
て
交
付
さ

れ
る
た
め
。

歳
出

問　

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支

援
金
出
捐
金
と
は
。

答　

卒
業
し
て
県
内
に
定
住
す

る
人
の
奨
学
金
返
還
の
一
部

を
県
と
村
で
支
援
す
る
事
業
。

問　

要
援
護
者
巡
回
事
業
を

受
け
て
い
る
人
の
感
想
や
声

を
村
と
し
て
聞
い
て
い
る
の

か
？

答　

意
向
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
は
現
在
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
？

答　

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
み
の
募
集
と
な
っ
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
の
人
数
は
？

答　

今
年
度
は
12
名
で
あ
る
。

問　

湯
ノ
台
ス
キ
ー
場
の
駐
車

場
除
雪
委
託
料
が
、
管
理
を

す
る
指
定
管
理
者
委
託
料
と

は
別
だ
が
別
に
委
託
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
駐
車
場
の
除

雪
は
、
別
途
建
設
業
者
に
委

託
を
し
て
い
る
。

問　

生
産
物
直
売
所
を
解
体
し

た
跡
地
は
ど
の
様
に
利
用
す

る
の
か
？

答　

当
面
駐
車
場
と
し
て
の
み

利
用
を
考
え
て
い
る
。

問　

小
型
除
雪
機
械
購
入
費
補

助
金
と
は
。

答　

公
共
使
用
を
目
的
と
し
た

補
助
で
、
機
械
購
入
に
50
万

円
を
限
度
と
し
、
令
和
2
年

に
初
め
て
1
台
を
補
助
。

問　

村
道
「
合
海
・
大
坪
線
」

完
成
年
度
と
総
事
業
費
は
。

答　

令
和
5
年
度
の
完
成
予
定
。

総
事
業
費
は
約
6
億
円
。

問　
「
ほ
た
る
火
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
今
年
の
開
催
は
？

答　

開
催
予
定
で
予
算
計
上
し

た
が
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
と
の

関
連
を
み
て
検
討
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

問　

令
和
3
年
度
は
、
国
民
健

康
保
険
税
予
算
が
減
額
、
要

因
は
？

答　

被
保
険
者
の
減
が
主
な
要

因
。
た
だ
、
長
期
入
院
、
重

症
患
者
が
増
え
れ
ば
納
付
金

は
今
後
増
え
る
。

簡
易
水
道
事
業

問　

下
水
道
使
用
料
が
令
和
2

年
度
に
比
べ
約
2
0
0
万
円

減
っ
て
い
る
原
因
は
？

答　

人
口
減
少
に
伴
っ
て
の
減
。

介
護
保
険

問　

介
護
保
険
の
施
設
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
が
令
和
2
年

度
予
算
に
比
べ
約
3
0
0
0

万
円
減
っ
て
い
る
が
原
因

は
？

答　

利
用
者
の
見
込
み
に
も
よ

る
が
、
介
護
予
防
に
力
を
入

れ
た
こ
と
も
要
因
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

3
月
定
例
会

3
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
が
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、

新
年
度
予
算
案
に
令
和
２
年
度
補
正
予
算
等
を
加
え
た

32
議
案
を
審
議
可
決
。
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問

で
は
５
人
が
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
、
高
齢
者
対
策

等
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

一般会計 38億5000万円 特別会計 14億400万円

総
額52億5400万円 で新年度スタート!!

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

★
須
藤　
　

薫 

氏
（
平
林
）
新
任

・
教
育
長
の
任
命
に
同
意

　

★
有
馬　

眞
裕 

氏
（
清
水
）
再
任

令
和
２
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
他
６
特
別
会
計

　

（
主
に
事
業
の
清
算
に
よ
る
も
の
）

令
和
３
年
度
予
算

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
他
７
会
計

　

（
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
成
立
）

請
　
願

　

安
心
・
安
全
・
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
実
現
に
つ
な
が
る
30
人
学

級
の
実
現
に
関
す
る
請
願
。

（
少
人
数
学
級
を
す
す
め
る
県
民

の
会
）
継
続
審
査

臨
時
議
会

・
R
２
・
12
・
25

　

村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

肘
折
下
水
処
理
場
の
災
害
復
旧

業
務
に
関
す
る
協
定
の
締
結

・
R
３
・
１
・
20

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
豪
雪
に
伴
う
除
雪
補
助
金
増
額

等
）

専
決
処
分

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
傷
病
手
当
金
の
期
限
延
長
）

・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
水
道
・
下
水
道
予
算

　

（
主
に
除
雪
費
の
追
加
）

条
例
の
改
正

・
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
も
の
）

・
特
別
職
の
旅
費
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

（
消
防
団
員
の
出
動
旅
費
を
支
給
す
る
た
め
）

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

（
介
護
保
険
料
の
改
正
）

・
指
定
居
宅
介
護
・
指
定
介
護
予
防
支
援
等
一
部
改
正
４
件

　

（
国
の
介
護
関
係
法
案
の
改
正
に
よ
る
も
の
）

・
大
蔵
村
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正　

　

（
消
防
団
員
の
定
数
の
見
直
し
）

・
沼
の
台
・
肘
折
に
係
る
総
合
計
画
の
策
定

　

（
公
共
施
設
整
備
に
対
す
る
財
政
の
特
別
措
置
を
受
け
る
た
め
）

・
肘
折
い
で
ゆ
館
・
カ
ル
デ
ラ
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

（
肘
折
温
泉
郷
振
興
株
式
会
社
に
決
定
）

・
湯
ノ
台
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

（
肘
折
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
決
定
）　
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一
般
質
問

5議員が一般質問

一
般
質
問

写真は、防災無線
拡張機能の模擬体験

佐藤　雅之 議員

〇豪雪対策除排雪補助金の一層の拡充を
〇基金等を活用して国保税の引き下げをはかれ

8P

矢口　　智 議員

〇空き家（空き地）対策
〇地区代表の役割

9P

佐藤　　勝 議員

〇民間企業が高齢者に注目

7P

長南　正一 議員

〇交通安全推進協議会の機能強化について

10P

早坂　民奈 議員

〇誰もが住み良い村になるために

11P

３月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい

一般質問とは？
　村政全般に対して議員が質問し、意見を述べ村政をただ
していくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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佐
藤
　
　
勝 

議
員

護
の
意
向
調
査
の
結
果
、
出
来

れ
ば
地
域
に
住
み
た
い
と
い
う

意
見
が
多
い
。
デ
ー
タ
に
現
れ

な
い
の
は
調
査
項
目
に
該
当
し

な
い
た
め
で
あ
る
。
集
合
住
宅

は
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
す
る
。

問
２　

屋
根
の
雪
や
軒
下
、
玄

関
の
除
雪
は
ほ
と
ん
ど
高
齢
者

の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
雪
止

め
を
設
置
し
て
も
、
多
量
に
積

も
っ
た
雪
を
片
付
け
る
の
は
誰

か
。
業
者
委
託
も
あ
る
が
順
番

が
来
な
い
。
結
局
は
高
齢
者
の

仕
事
に
な
る
。
危
険
防
止
は
訴

え
て
い
る
が
空
し
く
聞
こ
え
る
。

こ
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答
２　

全
て
の
事
を
村
で
や
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
出
来
れ
ば

家
族
で
や
っ
て
欲
し
い
が
、
困

難
な
場
合
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
観
点
か
ら
、
地
域
で
の

組
織
作
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
必
要
で
あ
る
。

問
３　

高
齢
者
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
の
が
診
療
と
投
薬
で
あ

る
。
受
診
し
な
い
と
薬
は
貰
え

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

診
療
所
や
病
院
に
行
く
の
が
大

変
。
特
に
冬
期
間
や
農
繁
期
に

は
付
き
添
い
の
家
族
に
大
変
な

気
を
遣
っ
て
い
る
。
有
給
休
暇

を
使
え
る
人
は
よ
い
が
、
全
て

そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
な
い
。

他
の
患
者
の
迷
惑
に
な
る
と
言

え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
集
団
的

な
診
療
や
出
向
く
診
療
は
出
来

な
い
か
。

答
３　

一
人
暮
ら
し
や
老
々
介

護
、
除
雪
・
医
療
な
ど
の
課
題

は
多
い
。
家
族
や
地
域
で
の
相

互
扶
助
の
支
援
と
個
々
の
問
題

を
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、

安
心
・
安
全
と
福
祉
向
上
を
目

指
し
、
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

訪
問
診
療
は
医
科
・
歯
科
共
に

行
っ
て
い
る
。

　

葬
儀
代
の
保
証
、
住
ん
だ
ま

ま
の
住
宅
の
売
買
、
高
齢
で
も

入
れ
る
保
険
、
栄
養
剤
や
健
康

食
品
、
ま
た
、
ス
マ
ホ
等
、
高

齢
者
を
標
的
に
し
た
商
法
が
目

立
つ
。
こ
の
原
資
と
な
る
の
が

年
金
で
あ
り
、
会
社
の
生
き
残

り
を
か
け
た
必
死
な
経
営
方
針

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
比
較
対
象
に
は
な
ら
な
い

が
、
行
政
の
立
場
か
ら
実
情
に

合
っ
た
施
策
を
検
討
し
実
行
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
高
齢
者

支
援
は
恒
例
的
な
も
の
で
は
な

く
、
立
場
や
現
状
を
き
め
細
か

く
把
握
し
支
援
や
保
護
に
全
力

を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。
時
が

経
て
ば
解
決
す
る
問
題
で
は
な

い
。
3
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
1　

調
査
デ
ー
タ
に
は
現
れ

な
い
が
、
ト
イ
レ
や
食
事
の
支

援
や
片
付
け
、
回
覧
や
訪
問
者

へ
の
対
応
、
施
設
へ
の
入
所
条

件
等
の
問
題
。
ま
た
、
あ
る
程

度
に
限
定
し
た
「
集
合
住
宅
」

の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
現
在
は
ど
う

か
。

答
１　

高
齢
者
へ
の
福
祉
や
介

民
間
企
業
が
高
齢
者
に
注
目

村
長  

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
各
種

施
策
を
構
築
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佐
藤
　
雅
之 

議
員

問　

平
成
30
年
度
に
国
民
健
康

保
険
の
保
険
者
（
主
催
者
）
が

山
形
県
に
一
本
化
さ
れ
た
。
保

険
給
付
は
、
県
か
ら
全
て
交
付

さ
れ
、
後
か
ら
村
が
県
に
納
付

金
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
不
測
の
支
出
に
備
え
る
）
村

の
国
民
健
康
保
険
基
金
の
性
格

（
役
割
）
も
変
わ
っ
た
と
思
う
。

社
会
保
険
料
な
ど
の
負
担
が
増

え
る
中
で
こ
の
基
金
を
取
り
崩

し
て
国
保
税
の
引
き
下
げ
に
当

て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

村
の
国
保
基
金
は
令
和
元

年
度
末
で
一
億
三
百
万
円
。
た

だ
、
本
村
は
小
規
模
な
た
め
、

重
症
患
者
な
ど
が
出
た
場
合
の

対
応
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
成
り
つ
つ
あ
り
、
支
援

分
担
金
の
増
額
も
考
え
ら
れ
る
。

適
正
税
率
の
設
定
と
事
業
運
営

に
努
め
る
。
住
民
所
得
が
判
明

す
る
４
月
下
旬
に
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
に
税
率
案
を
示

す
。
今
の
と
こ
ろ
、
住
民
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

問
１　

今
年
度
は
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
の
猛
威
、
夏
の
水
害
に
加

え
て
豪
雪
と
な
り
、
村
民
の
疲

労
と
経
済
的
負
担
は
増
し
て
い

る
。
豪
雪
対
策
除
排
雪
補
助
金

の
対
象
を
事
業
者
な
ど
に
も
拡

充
し
、
機
械
だ
け
で
な
く
人
力

に
よ
る
除
排
雪
も
対
象
と
し
た

こ
と
は
村
民
の
願
い
に
沿
う
も

の
で
歓
迎
す
る
。
こ
の
制
度
を

一
層
拡
充
し
て
①
積
雪
状
況
に

応
じ
て
補
助
率
や
額
の
増
額
、

②
除
雪
機
械
燃
料
代
へ
の
補
助
、

③
豪
雪
対
策
の
窓
口
と
な
る

「
地
区
」
や
「
自
主
防
災
組
織
」

へ
の
支
援
補
助
金
を
創
設
す
る
、

の
３
点
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答　

今
回
除
排
雪
経
費
の
軽
減

の
た
め
に
適
用
範
囲
を
大
き
く

変
更
し
、
村
民
視
点
に
立
っ
た

活
用
し
や
す
い
画
期
的
制
度
と

し
た
。
同
時
に
「
補
助
あ
り
き
、

公
費
あ
り
き
」
と
な
っ
て
は
な

ら
な
い
。
質
問
に
つ
い
て
①
補

助
率
な
ど
は
積
雪
や
降
雪
量
を

考
慮
し
て
そ
の
都
度
対
応
す
る
。

②
燃
料
代
補
助
は
、
そ
れ
な
り

に
収
入
や
除
雪
機
械
を
維
持
で

豪
雪
対
策
除
排
雪
補
助
金
の

一
層
の
拡
充
を

村
長  

公
費
あ
り
き
で
は
な
く
、
積
雪
や

降
雪
量
を
考
慮
し
そ
の
都
度
検
討

基
金
等
を
活
用
し
て
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
は
か
れ

村
長  

住
民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
方
向
で
検
討

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
世
帯

な
の
で
燃
料
代
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。
③
地
区
や
自
主
防
災

組
織
が
住
民
の
除
雪
相
談
を
行

う
と
い
う
の
は
大
変
意
義
深
い
。

経
費
補
助
に
つ
い
て
は
共
助
の

観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

を
考
慮
し
て
検
討
す
る
。

問
２　

除
雪
機
械
を
持
っ
て
い

る
世
帯
は
収
入
が
あ
る
か
ら
燃

料
代
補
助
を
し
な
い
と
い
う
の

は
違
う
の
で
は
な
い
か
。
自
助

で
、
自
前
で
除
雪
を
す
る
人
ほ

ど
、
資
金
繰
り
な
ど
で
苦
慮
し

て
い
る
。
豪
雪
地
帯
で
あ
る
大

蔵
村
で
は
除
排
雪
は
、
高
齢
者

な
ど
へ
の
福
祉
施
策
と
い
う
位

置
づ
け
に
留
ま
ら
ず
、「
な
り

わ
い
」
を
守
る
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

矢
口
　
　
智 

議
員

手
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
空
き

家
バ
ン
ク
に
対
す
る
村
民
の
注

目
度
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
過
去
に
３
件
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
取
り
壊
し
事
例
が

あ
る
が
、
莫
大
な
取
り
壊
し
費

用
負
担
に
加
え
、
解
体
し
撤
去

す
る
に
は
基
本
的
に
所
有
者
の

同
意
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
確
認
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
。

問　

３
年
前「
地
区
運
営
の
要
」

と
し
て
、
地
区
代
表
を
中
心
と

す
る
運
営
体
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、「
地
区
代

表
者
連
絡
協
議
会
等
で
意
見
の

集
約
を
」
と
の
答
弁
で
、
地
区

代
表
者
会
に
丸
投
げ
の
ま
ま
何

ら
改
善
の
考
え
を
示
す
気
配
が

な
い
。

　

最
近
、
県
内
で
地
区
代
表
者

等
の
役
割
を
見
直
し
新
た
に
条

例
化
を
進
め
た
自
治
体
が
出
て

き
て
い
る
。
地
区
運
営
に
お
い

て
最
も
重
要
と
考
え
る
地
区
代

表
の
役
割
を
改
め
る
動
き
が
あ

っ
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
て
い

る
。

　

村
政
運
営
に
つ
い
て
最
も
重

要
と
考
え
る
地
区
運
営
に
対
す

る
考
え
を
聞
き
た
い
。

答　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
が
令
和
元
年
に
改
正
さ

れ
、
非
常
勤
特
別
職
の
厳
格
化

が
行
わ
れ
た
際
、
地
区
代
表
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
国
か
ら
の
指
導
に
よ
り
特

別
職
と
す
る
に
は
適
当
で
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
近
隣
の
市
町

村
と
足
並
み
を
合
わ
せ
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
地
区
の
運
営
が
村
政

運
営
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要

と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
な
課

題
や
問
題
点
を
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
十
分
に
検
討
し
た
い
。

空
き
家（
空
き
地
）対
策

村
長  

公
費
投
入
は
考
え
て
い
な
い

地
区
代
表
の
役
割

村
長  

課
題
や
問
題
点
を
十
分
に
検
討

問　

平
成
24
年
に
こ
の
問
題
に

つ
い
て
質
問
・
提
案
を
し
て
い

る
。

　

そ
の
時
の
答
弁
で
は
「
公
費

を
投
入
す
る
考
え
は
無
い
。
あ

く
ま
で
も
個
人
の
責
任
で
」
と

の
考
え
。
近
年
、
県
内
で
も
撤

去
に
関
し
て
公
費
投
入
す
る
自

治
体
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
当
時
「
空
き
家
バ
ン
ク
の

活
用
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
取

り
壊
し
」
と
の
考
え
も
示
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う

か
。
村
内
で
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
見
解
を
聞
き
た
い
。

答　

村
単
独
経
費
を
使
っ
た
補

助
は
、
空
き
家
を
放
置
し
た
ま

ま
転
出
す
る
方
が
増
加
し
、
村

の
財
政
負
担
が
際
限
な
く
増
加

す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
考
え
て

い
な
い
。
県
内
で
公
費
投
入
の

事
例
は
あ
る
が
、
撤
去
後
の
空

き
地
利
用
計
画
が
明
確
で
あ
り

所
有
権
も
明
ら
か
で
あ
る
な
ど
、

た
だ
や
み
く
も
に
実
施
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
平
成
23
年

度
に
制
度
を
立
ち
上
げ
、
令
和

２
年
に
一
件
申
し
込
み
が
あ
っ

た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
買
い

夜の肘折
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長
南
　
正
一 

議
員

早
坂
　
民
奈 

議
員

と
併
せ
、
村
を
挙
げ
て
交
通
安

全
に
誠
心
誠
意
尽
力
す
る
。

　

交
通
安
全
標
語
の
募
集
に
関

し
て
は
是
非
実
行
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
の
ぼ
り
旗
の
制
作

に
つ
い
て
は
、
語
呂
の
内
容
と
、

必
要
性
と
安
全
性
を
事
業
主
体

で
あ
る
交
通
安
全
協
会
と
協
議

し
、
前
向
き
に
実
施
す
る
。

　

議
場
に
お
け
る
交
通
安
全
服

の
着
用
は
、
議
会
が
主
催
し
開

催
す
る
と
考
え
、
更
な
る
交
通

安
全
の
推
進
の
た
め
に
議
会
に

彩
り
を
添
え
る
様
、
心
か
ら
期

待
す
る
。

　

ま
た
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

７
０
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と

は
、
村
民
が
平
穏
に
無
事
に
暮

ら
す
こ
と
が
村
に
と
っ
て
最
も

大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
、
今
後

村
と
し
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
行
く
。

問
２　

全
国
的
に
高
齢
者
の
ド

ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
共
に
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。

　

交
通
安
全
ゆ
と
り
号
の
受
講

に
よ
る
適
性
診
断
を
受
け
、
交

通
事
故
の
撲
滅
を
図
る
事
が
大

事
で
あ
り
、
推
進
協
議
会
の
活

動
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

答
２　

実
行
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。

劣
り
し
な
い
。
今
後
も
、
地
域

で
高
齢
者
を
見
守
る
共
助
の
環

境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

問
２　

高
齢
者
は
冬
期
間
安
心

し
て
暮
ら
せ
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

住
宅
建
設
に
は
、
高
額
な
金
額

と
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
自

立
で
き
る
高
齢
者
を
対
象
に
旅

館
を
利
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
長

期
の
湯
治
を
提
案
す
る
。
旅
館

は
閑
散
期
に
収
入
を
得
、
利
用

者
は
雪
の
心
配
も
な
く
安
心
し

て
過
ご
せ
、
村
は
住
宅
の
建
設

が
不
要
に
な
り
、
一
石
三
鳥
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
低
額
で
利

用
で
き
る
よ
う
補
助
で
き
な
い

か
。

答
２　

補
助
あ
り
き
で
は
税
収

入
も
減
っ
て
お
り
、
個
人
で
は

な
く
旅
館
の
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
空
き
家
を
リ
フ

ォ
ー
ム
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
よ

う
な
冬
期
間
利
用
も
考
え
て
い

る
。
村
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

議
員
自
ら
具
現
化
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。

問
３　

肘
折
は
湯
治
を
売
り
に

し
て
お
り
、
す
ぐ
に
で
も
実
行

で
き
る
下
地
が
あ
る
。
自
立
し

て
い
る
方
々
は
自
炊
し
、
食
事

を
３
食
提
供
し
な
く
と
も
良
く
、

旅
館
側
も
掃
除
食
事
の
手
間
が

か
か
ら
な
け
れ
ば
、
料
金
も
安

く
抑
え
る
こ
と
が
出
来
、
話
し

相
手
も
い
る
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
続
け
、
観
光
業
も
含

め
、
肘
折
の
活
性
化
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
具
現
化

で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
。

問
１　

今
年
の
豪
雪
は
大
変
だ

っ
た
が
、
特
に
高
齢
者
の
方
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
杖
を
片
手
に
除
雪
を
し

て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
胸

を
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
だ
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、
高

齢
者
世
帯
に
対
し
、
村
が
多

く
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
は

知
っ
て
い
る
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
に
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
く
と
も
、
雪
問
題
は
大
き
い
。

高
齢
者
用
住
宅
を
望
む
声
も
多

く
聞
か
れ
る
。
そ
こ
で
高
齢
者

住
宅
の
必
要
性
は
あ
る
と
以
前

答
弁
し
て
い
た
が
、
建
設
予
定

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
代
案
は

あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
１　

高
齢
者
住
宅
の
建
設
を

否
定
は
し
て
い
な
い
。
担
当
課

内
で
設
置
に
向
け
た
検
討
を
し
、

ま
た
、
民
間
事
業
者
を
交
え
た

事
業
ス
キ
ー
ム
も
検
討
し
て
い

る
。
冬
期
間
だ
け
過
ご
せ
る
住

宅
や
、
施
設
の
充
実
を
望
む
声

も
あ
る
。
安
心
し
て
生
活
で
き

る
場
と
し
て
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
み
ど
り
」
の
拡
張
充
実
を
図

る
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。
高

齢
者
施
策
は
他
町
村
と
比
べ
見

誰
も
が
住
み
良
い
村
に
な
る
た
め
に

村
長  

地
域
で
高
齢
者
を
見
守
る
共

助
の
環
境
づ
く
り
を
支
援

交
通
安
全
推
進
協
議
会
の

機
能
強
化
に
つ
い
て

村
長  

村
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
達

成
と
痛
感
し
た

問
１　

大
蔵
村
で
は
、
令
和
２

年
11
月
27
日
に
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
７
０
０
０
日
を
達
成
し
ま

し
た
。
車
社
会
の
中
、
大
記
録

で
あ
り
村
民
の
大
き
な
誇
り
と

し
て
、
村
内
外
に
発
信
で
き
る

記
録
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
ひ
と

え
に
交
通
安
全
協
会
・
母
の

会
・
防
犯
協
会
・
子
供
見
守
り

隊
・
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
等
多
く

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
偉
業
が

達
成
で
き
た
。

　

今
後
も
、
記
録
の
延
長
を
掲

げ
、
令
和
３
年
度
中
の
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
20
年
の
達
成
に
向

け
、
交
通
安
全
標
識
の
設
置
・

議
会
で
の
交
通
安
全
服
の
着

用
・
村
民
か
ら
安
全
標
語
の
募

集
・
の
ぼ
り
旗
の
作
成
等
を
推

進
し
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

推
進
協
議
会
傘
下
の
全
組
織
を

挙
げ
た
強
力
な
運
動
の
展
開
を

望
む
。

答
１　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記

録
を
伸
ば
す
事
は
、
村
民
の
安

心
・
安
全
に
繋
が
り
、
日
数
や

年
数
を
定
め
ず
無
期
限
の
目
標

を
掲
げ
、
協
議
会
の
機
能
充
実

肘折旅館　自炊場



　人口減少・少子高齢化の急激な進展、行政改革による議員定数の大幅な減少等により、議員活動が
増大し、家庭生活等に支障をきたす状況が見られるようになった。また、町村議員の報酬は議員活動
と家庭生活の両立には程遠い。他の様々な要因が重なり、議員のなり手、特に女性・若者の立候補者
率が低い。そこで、「今何が不足しているのか」「何が必要か」を女性・若者の意見を聴く。

　1．議会・議員の環境整備について
　2．議会の情報発信は伝わっているのか、または他にどのような情報発信が有効か
　3．女性や若者が立候補しやすい選挙とは、また立候補にあたってのポイントは
　4．議会が主催する住民との交流・協働の場（会合）等の必要性と実践
　5．町づくり（地域）の課題等の調査・研究（社会科学習・課外授業等）や住民自治・議会の役割等を授業に取り

入れていく事の必要性と実践
　6．地方議会のデジタル化への変革

委
員
会
報
告

報
告

委員会報告
　

２
月
２
日
、
議
員
全
員
で
冬
期
間

の
村
内
道
路
状
況
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。（
本
年
度
は
豪
雪
と
な

り
対
策
本
部
を
設
置
）

　

調
査
当
日
は
降
雪
の
中
で
、
村
内

を
隈
な
く
巡
回
し
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
そ
れ
ぞ
れ
降
雪
量
や
積
雪
量
の

違
い
こ
そ
あ
れ
、
生
活
に
直
結
す
る

道
路
で
あ
り
、
住
民
の
生
活
か
ら
分

離
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
冬
の
厳
し

さ
を
、
改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

国
県
道
は
も
と
よ
り
幹
線

的
村
道
に
つ
い
て
は
除
雪
が

行
き
届
き
、
通
勤
通
学
や
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
、
危
険
箇
所
は
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
規

模
な
表
層
雪
崩
や
車
両
に
接

触
の
恐
れ
の
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
通
行

上
危
険
と
判
断
さ
れ
る
箇
所

な
ど
、
雪
屁
除
去
や
適
宜
そ

の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

冬
期
間
の
除
雪
計
画
は
、

村
道
管
理
延
長
１
３
９
．
２

㎞
の
う
ち
除
雪
車
両
の
能
力

や
道
路
事
情
を
考
慮
し
、
約
60
．
６

㎞
を
除
雪
計
画
路
線
と
し
て
、
除
雪

機
械
16
台
を
も
っ
て
冬
期
交
通
の
確

保
に
努
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
大

蔵
村
は
全
国
的
に
も
名
だ
た
る
豪
雪

地
で
す
。
行
政
と
除
雪
に
携
わ
る
業

者
等
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
地
域

住
民
安
心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
本
年
も
安
堵
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
部
研
修

が
行
え
ず
、
本
委
員
会
に
お
い
て
以

下
の
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

◦
除
排
雪
補
助
率
の
検
討

　

今
冬
期
は
異
常
と
言
え
る
豪
雪
に

至
り
、
村
全
体
に
除
排
雪
の
支
援
が

実
施
さ
れ
多
く
の
村
民
が
恩
恵
を
受

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
の
財

産
に
も
大
小
の
差
が
あ
り
除
排
雪
費

用
も
格
差
が
発
生
し
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
支
援
と
し
て
、
費
用
の

段
階
的
補
助
率
設
定
検
討
を
要
し
ま

す
。

◦
発
達
障
が
い
者
（
児
）
の
研
修

　

発
達
障
が
い
者
（
児
）
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
の
実
施
を
検
討
。

◦
避
難
所
設
営
と

　
避
難
行
動
要
支
援
者
計
画
策
定

　

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
時
の

避
難
所
開
設
に
お
い
て
、
種
々
の
課

題
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
調
査
し
、
今
後
の
避
難

所
設
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
編
入
す
る

べ
く
内
容
を
検
討
。

　

さ
ら
に「
大
蔵
村
地
域
防
災
計
画
」

の
他
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
避

難
支
援
を
目
的
と
し
た
「
避
難
行
動

要
支
援
者
支
援
計
画
」
の
早
期
策
定

を
進
め
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　令和3年3月24日　山形国際交流プラザにて町村議会パネルディスカッションを開催し、パネラーとし
て早坂民奈議員が発表する予定でしたが、コロナ感染者増のため、急遽中止となりました。しかし、ディ
スカッションの内容は、今後の議員なり手不足について参考になる事案なので、紹介します。

以上の内容でしたが、今まさに当議会が直面している課題です。今回は中止となりましたが、是非次回開
催し、意見を聴きたいと願っています。（早坂民奈 議員）

町村議会パネルディスカッション
～女性議員と次世代目線から地方議会を考える～

鈴木君德 議長
全国町村議会議長会特別表彰を受賞

鈴木議長は山形県町村議会議長会の副会長を務めており、その功績が評価され受賞しました。
本議会議員一同、誇りにおもいます。

　この度、二月の定期総会の席上にお
いて、全国町村議長会特別表彰並びに
山形県町村議会議長会表彰を頂くこと
ができ、大変嬉しく思っています。村
民の皆様、議員の皆様の御支援、御協
力の賜物と感謝申し上げます。
　今後も大蔵村の良さを県内外に発信
すると共に、他県、他市町村の良さも
取り入れながら議員活動に努めていき
たいと思っています。
　今後共、御支援、御協力を宜しくお
願い申し上げます。

鈴木 君德　

テーマ
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雪崩防止柵（豊牧地区）



　
先
日
Y
o
u
T
u
b
e
番
組

を
見
て
、
思
わ
ず
笑
い
泣
き
し
て

し
ま
っ
た
。

　「
黙
食
」、「
マ
ス
ク
」、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で「
な
ん
と
不
謹
慎

な
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
だ
が
。
モ
ノ
ク
ロ
で
言
葉
も
使

わ
な
い
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
名
前
は
、「
モ
ダ
ン
・

タ
イ
ム
ス
」。
ヒ
ト
ラ
ー
を
皮
肉
っ
た「
独
裁
者
」

の
監
督
で
も
あ
る
、
喜
劇
王
チ
ャ
ー
リ
ー
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
の
名
作
で
あ
る
。
工
場
労
働
者
と
し
て
機

械
に
使
わ
れ
る
男
の
悲
劇
が
見
て
い
る
側
か
ら
す

る
と
い
か
に
も
滑
稽
で
笑
え
る
の
だ
。

　
笑
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
時
だ
か
ら
こ
そ

人
々
は
笑
い
に
飢
え
て
い
る
。
ど
こ
か
で
、
思
い

切
り
笑
え
る
場
所
が
必
要
だ
と
誰
も
が
感
じ
て
い

る
は
ず
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
も
悲
劇
の
中
に
あ
り
、

笑
い
と
希
望
を
世
界
に
届
け
た
偉
人
だ
っ
た
。

　
あ
る
研
究
で
は
、
笑
い
に
は
、
免
疫
力
を
上
げ

る
機
能
が
あ
る
と
い
う
。
ワ
ク
チ
ン
へ
の
期
待
も

高
ま
る
中
で
、
笑
い
の
可
能
性
も
こ
の
時
代
に
改

め
て
信
じ
て
み
た
い
。

　
た
だ
し
、
Y
o
u
T
u
b
e
漬
け
の
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
は
、改
め
る
べ
き
だ
が
。　
　（
佐
藤
雅
之
）

　毎年の様に村を襲う水害、一般質問などを通じて防災対策が問われました。内水などの対策
として、最上広域市町村圏事務組合から、排水ポンプ車が村内に配備されたり、浸水等の予想
や避難所を示した、ハザートマップも全戸配布されています。今後、最上川中流域の氾濫等に
備え、国や地方公共団体が、どのような対策を行っていくのでしょうか。

　氾濫を防ぎ、減らすための対策として、国、県、市町村で構成す
る「最上川流域治水協議会」が令和2年9月15日に発足しました。
　浸水被害のあった白須賀地区の対策は、堤防整備と河道掘削が
あげられています。現在は「暫定堤防」で、本格的な堤防に比べ
て低くなっています。一刻も早い嵩上げが求められます。併せて、
中洲があったり、土砂堆積物が溜まったりしていることから、河川
の水位を下げる為の「河道掘削」も有効な手段とされています。
　ただ、堤防の嵩上げは、最上川中流域全体のバランスを考慮した整備が求められ、河道掘削
も含め、最上川流域事業全体の事業期間は令和11年度までと長期に及ぶ計画となっています。
毎年の様に起こる水害に対して、堤防などのハード面の対策を急ぐことと合わせて、自主防災
組織の機能強化や日頃の避難訓練など、ソフト面での対応も求めていきます。

あれから、どうなった？あれから、どうなった？

今回は、河川対策を見ていきます。

▽R2.7洪水水位

▽対策後の水位

河道掘削

水位低減

【河道掘削のイメージ】

○河川からの氾濫を防止する「堤防整備」を実施。
○河川の水位を低下させる「河道掘削」を実施。

大蔵村

大蔵村

銅山川

大石田町

大石田町

①大蔵村白須賀地区 ②大石田町横山地区・大石田地区
令和2年7月 浸水範囲
整備箇所

※堤防の法線・断面、河道掘削の等は、今後の詳細検討により決定します。

堤防整備
堤防整備

河道掘削

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【河川区域での対策】

おおくらむら しらすか おおいしだまち よこやま

最上川
既設堤防

▽Ｒ２．７洪水水位 堤防整備

【堤防整備(白須賀地区)のイメージ】
しらすか

イメージ図の出展：国土交通省東北整備局山形河川国道事務所ＨＰ「最上川中流・上流治水対策プロジェクト」より抜粋し編集

検証・提言検証・提言
№7
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